
 

種名 

セ キ シ ョ ウ モ 

Vallisneria asiatica 

 
分類 単子葉類トチカガミ科 俗称  生活型 多年草、沈水植物 

分布 北海道～沖縄に分布する。 

形態 

水底に走出枝を伸ばして新苗をつくり広がる。長さ 10～70 ㎝のリボン状の葉を根生す

る。 

 

類似種  

生息場所 ため池、河川、水路に生育する。 

繁殖 

雌雄異株で花は夏～秋につける。雌株は長い花茎を水面まで伸ばして雌花を浮かせ

る。一方、雄株は葉の基部に苞に包まれた多くの雄花をつける。熟すと苞が破れ雄花

が分離して水面に浮上する。浮上した雄花は、水の動きで雌花に到達して受粉する。

受粉した雌花は花茎がバネ状にねじれて水中に引き込まれて結実する。殖芽はつくら

ず、泥中にある走出枝で越冬する。 

他生物との関係  

配慮のポイント  

トピック  

その他 絶滅危惧Ⅱ類（新潟県） 

引用文献： 『ため池と水田の生き物図鑑（トンボ出版）』を改変


